
(57)【要約】

【課題】全長を長くすることなく、打込ストロークを長

くして、大きな打撃力を発生させられる打込具の提供で

ある。

【解決手段】釘（打込体）Ｎを打込姿勢で支持する釘保

持体（支持部）２を先端に有する筒状の打込具本体Ａと

、該打込具本体Ａ内に軸方向に沿って摺動自在に内装さ

れ、その先端の打撃部により前記釘Ｎを打撃する打撃体

とから成る打込具であって、前記打撃体を、相対的に摺

動して伸長可能な外側及び内側の各打撃具単体１０，２

０で構成する。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
打 込 体 を 打 込 姿 勢 で 支 持 す る 支 持 部 を 先 端 に 有 す る 筒 状 の 打 込 具 本 体 と 、 該 打 込 具 本 体 内
に 軸 方 向 に 沿 っ て 摺 動 自 在 に 内 装 さ れ 、 そ の 先 端 の 打 撃 部 に よ り 前 記 打 込 体 を 打 撃 す る 打
撃 体 と か ら 成 る 打 込 具 で あ っ て 、
前 記 打 撃 体 は 、 相 対 的 に 摺 動 し て 伸 長 可 能 な 複 数 の 打 撃 体 単 体 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 打 込 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 打 撃 体 の 先 端 の 打 撃 部 は 、 打 込 具 本 体 に 対 し て 打 撃 体 が 最 大 に 引 き 上 げ ら れ た 状 態 で
、 前 記 打 込 具 本 体 外 ま で 引 き 上 げ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 打 込 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 打 撃 体 は 、 打 込 体 を 直 接 に 打 撃 す る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記
載 の 打 込 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 打 撃 体 は 、 打 込 体 を 間 接 的 に 打 撃 す る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に
記 載 の 打 込 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 釘 ， イ ン サ ー ト 等 の 打 込 体 を 打 撃 力 に よ り 板 材 （ 被 打 込 体 ） に 打 ち 込 む た め の
打 込 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 打 込 具 は 、 打 込 体 を 打 込 姿 勢 で 支 持 す る 支 持 部 を 先 端 に 有 す る 筒 状 の 打 込 具 本 体 と
、 該 打 込 具 本 体 内 に 軸 方 向 に 沿 っ て 摺 動 自 在 に 内 装 さ れ 、 そ の 先 端 の 打 撃 部 に よ り 前 記 打
込 体 を 打 撃 す る 打 撃 体 と か ら 成 っ て 、 こ の 打 撃 体 が 単 体 構 造 で あ っ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ ， ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 昭 ５ ９ ─ １ ９ １ ９ ７ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
実 開 昭 ６ １ ─ １ ８ １ ６ ７ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
打 込 具 に お い て は 、 打 撃 体 の 重 量 が 一 定 の 場 合 に は 、 そ の ス ト ロ ー ク に ほ ぼ 比 例 し て 、 打
撃 力 が 増 す 。 よ っ て 、 打 込 具 の 打 撃 力 を 大 き く す る に は 、 打 撃 体 の ス ト ロ ー ク を 大 き く す
る 必 要 が あ る 。 し か し 、 従 来 の 打 込 具 は 、 打 撃 体 が 単 体 構 造 で あ る た め に 、 打 撃 力 の 大 き
さ に ほ ぼ 比 例 し て 、 打 撃 体 の 長 さ 、 ひ い て は 打 込 具 全 体 の 長 さ が 長 く な り 、 そ の 持 ち 運 び
が 不 便 で あ る と 共 に 、 狭 い 場 所 で の 作 業 が し づ ら い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 全 長 を 長 く す る こ と な く 、 打 込 ス ト ロ ー ク を 長 く し て 、 大 き な 打 撃 力 を 発 生 さ
せ ら れ る 打 込 具 の 提 供 を 課 題 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 請 求 項 １ の 発 明 は 、 打 込 体 を 打 込 姿 勢 で 支 持 す る 支 持 部 を 先 端
に 有 す る 筒 状 の 打 込 具 本 体 と 、 該 打 込 具 本 体 内 に 軸 方 向 に 沿 っ て 摺 動 自 在 に 内 装 さ れ 、 そ
の 先 端 の 打 撃 部 に よ り 前 記 打 込 体 を 打 撃 す る 打 撃 体 と か ら 成 る 打 込 具 で あ っ て 、 前 記 打 撃
体 は 、 相 対 的 に 摺 動 し て 伸 長 可 能 な 複 数 の 打 撃 体 単 体 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て
い る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 打 撃 体 が 相 対 的 に 摺 動 し て 伸 長 可 能 な 複 数 の 打 撃 体 単 体 で 構 成
さ れ て い て 、 伸 長 さ せ る こ と に よ り 打 撃 体 の ス ト ロ ー ク が 長 く な る の で 、 打 撃 体 が 単 体 で
あ る 場 合 に 比 較 し て 、 打 込 具 本 体 の 長 さ に 対 す る 打 撃 体 の 打 込 ス ト ロ ー ク の 比 率 が 高 く な
る 。 換 言 す れ ば 、 打 込 具 本 体 の 長 さ が 一 定 の 場 合 に は 、 打 撃 体 の 打 込 ス ト ロ ー ク を 長 く で
き て （ 逆 に 、 必 要 打 込 ス ト ロ ー ク に 対 し て 打 込 具 本 体 の 長 さ を 短 く で き て ） 、 打 撃 力 を 大
き く で き る の で 、 打 込 体 の 打 込 作 業 が 容 易 と な る 。 ま た 、 相 対 的 に 摺 動 し て 伸 長 可 能 な 複
数 の 打 撃 体 単 体 は 、 非 使 用 時 に は 収 縮 さ せ る こ と に よ り 打 撃 体 の 全 長 が 短 く な る た め 、 必
要 打 込 ス ト ロ ー ク に 対 す る 打 込 具 全 体 と し て の 長 さ が 短 く な る 。 よ っ て 、 持 ち 運 び 易 く な
る と 共 に 、 狭 い 場 所 に お け る 打 込 作 業 も 支 障 な く 行 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 打 撃 体 の 先 端 の 打 撃 部 は 、 打 込
具 本 体 に 対 し て 打 撃 体 が 最 大 に 引 き 上 げ ら れ た 状 態 で 、 前 記 打 込 具 本 体 外 ま で 引 き 上 げ ら
れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 発 明 の 上 記 作 用 効 果 に 加 え て 、 打 撃 体 の 打 込 ス ト ロ
ー ク が 長 く で き て 、 打 撃 体 の 打 撃 力 （ 被 打 込 体 に 対 す る 打 込 体 の 打 込 力 ） が 一 層 大 き く で
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 打 撃 体 は 、 打 込 体 を 直 接
に 打 撃 す る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 の 上 記 作 用 効 果 に 加 え て 、 打 撃 体 が 打 込
体 を 直 接 に 打 撃 す る 構 成 で あ る た め 、 必 要 打 込 力 が 小 さ い 打 込 体 の 場 合 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 打 撃 体 は 、 打 込 体 を 間 接
的 に 打 撃 す る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 の 上 記 作 用 効 果 に 加 え て 、 打 撃 体 を 構 成
す る 複 数 の 打 撃 体 単 体 は 、 最 も 外 側 に 配 置 さ れ た も の が 最 初 に 打 込 体 を 直 接 に 打 撃 し 、 そ
の 後 に 内 側 に 配 置 さ れ た 打 撃 体 単 体 が 順 次 、 自 身 の 直 外 側 に 配 置 さ れ た 打 撃 体 単 体 を 打 撃
す る 。 よ っ て 、 打 込 体 が 複 数 回 打 撃 さ れ 、 最 初 の 打 撃 に よ っ て 、 打 込 体 は 直 接 に 打 撃 さ れ
て 僅 か に 打 ち 込 ま れ て 、 被 打 込 体 に 対 す る 打 込 姿 勢 が 定 め ら れ た 安 定 し た 状 態 で 、 後 の 大
き な 打 撃 力 を 有 す る 間 接 打 撃 が 行 わ れ る た め 、 打 込 体 を 最 も 適 切 な 姿 勢 で 確 実 に 打 ち 込 む
こ と が で き る と 共 に 、 打 撃 機 会 が 複 数 回 で あ る た め に 、 打 込 体 を 確 実 に 打 ち 込 む こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 の 複 数 の 実 施 形 態 を 挙 げ て 、 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実
施 形 態 の 打 込 具 Ｈ １ 　 の 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 同 じ く 断 面 図 で あ り 、 図 ３ （ イ ） ～ （ ハ
） は 、 打 込 具 Ｈ １ 　 の 打 込 作 用 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 打 込 具 Ｈ １

　 は 、 円 筒 状 を し た 打 込 具 本 体 Ａ と 、 こ の 打 込 具 本 体 Ａ に 内 装 さ れ て 釘 Ｎ に 対 し て 打 撃 力
を 与 え る 打 撃 体 Ｂ と か ら な り 、 こ の 打 撃 体 Ｂ は 、 前 記 打 込 具 本 体 Ａ に 案 内 さ れ て 摺 動 す る
外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ と 、 該 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ に 案 内 さ れ て 摺 動 す る 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０
と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
円 筒 状 を し た 打 込 具 本 体 Ａ は 、 摺 動 案 内 体 １ の 先 端 部 に 打 込 体 の 打 込 姿 勢 を 保 持 さ せ る た
め の 釘 保 持 体 ２ が 一 体 に 設 け ら れ 、 前 記 摺 動 案 内 体 １ の 基 端 部 に 前 記 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０
を 摺 動 案 内 す る 案 内 ブ ッ シ ュ ３ が 取 付 け ら れ 、 前 記 摺 動 案 内 体 １ の 外 周 面 に は 、 そ の 先 端
の 釘 保 持 体 ２ に 釘 Ｎ を 供 給 す る た め の 円 筒 状 の 釘 供 給 案 内 体 ４ が 前 記 摺 動 案 内 体 １ の 軸 方
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向 に 沿 っ て 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 釘 供 給 案 内 体 ４ は 、 そ の 先 端 部 が 緩 や か に わ ん 曲 さ れ
て 、 摺 動 案 内 体 １ に お け る 釘 保 持 体 ２ の 基 端 に 近 い 部 分 に 形 成 さ れ た 楕 円 状 の 開 口 ５ に 入
り 込 ん で い る 。 ま た 、 釘 供 給 案 内 体 ４ の 基 端 部 の 釘 挿 入 開 口 ４ ａ は 、 釘 Ｎ の 供 給 を 容 易 に
す る た め に 斜 め に 切 断 さ れ た 形 状 に な っ て い て 、 そ の 開 口 面 積 が 釘 供 給 案 内 体 ４ の 円 形 横
断 面 積 よ り も 大 き く な っ て い る 。 釘 保 持 体 ２ は 、 そ の 全 体 形 状 が テ ー パ ー 截 頭 円 錐 状 を な
し て い て 先 細 り と な る よ う に 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 そ の 中 心 部 に は 、 軸 心 方 向 に 沿 っ て
釘 挿 入 孔 ６ が 貫 通 し て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 摺 動 案 内 体 １ の 内 部 に 配 置 さ れ る 釘 保 持 体
２ の 上 端 面 は 、 前 記 釘 供 給 案 内 体 ４ か ら 打 込 具 本 体 Ａ 内 に 供 給 さ れ た 釘 Ｎ が 前 記 釘 挿 入 孔
６ に 流 入 し 易 い よ う に 、 円 錐 面 状 に 窪 ん で 形 成 さ れ て い て 、 こ の 円 錐 凹 面 ７ は 、 外 側 打 撃
体 単 体 １ ０ の 先 端 部 に 一 体 に 設 け ら れ た 後 述 の 案 内 ブ ッ シ ュ １ ２ の 先 端 面 が 当 接 す る 当 接
面 と し て も 機 能 す る 。 な お 、 ８ は 、 打 込 具 Ｈ １ 　 を 作 業 者 の ベ ル ト 、 或 い は 棚 等 に 吊 り 下
げ て お く た め に 、 摺 動 案 内 体 １ の 基 端 部 に 設 け ら れ た フ ッ ク を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 打 込 具 本 体 Ａ を 構 成 す る 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ は 、 打 込 具 本 体 Ａ の 摺 動 案 内 体 １ の 内
径 よ り も 小 さ な 外 径 の 摺 動 案 内 体 １ １ の 先 端 部 に 、 前 記 案 内 ブ ッ シ ュ １ ２ が 外 嵌 状 態 で 一
体 に 取 付 け ら れ て い る と 共 に 、 そ の 基 端 部 に は 、 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ を 摺 動 案 内 す る 案 内
ブ ッ シ ュ １ ３ が 内 嵌 状 態 で 螺 合 に よ り 一 体 に 取 付 け ら れ て い る 。 打 込 具 本 体 Ａ の 案 内 ブ ッ
シ ュ ３ 及 び 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ の 案 内 ブ ッ シ ュ １ ３ は 、 い ず れ に お い て も そ の 基 端 側 に 設
け ら れ た 鍔 部 に よ り 各 摺 動 案 内 体 １ ， １ １ の 基 端 側 の 端 面 が 覆 わ れ て 保 護 さ れ て い る 。 案
内 ブ ッ シ ュ １ ２ の 先 端 面 は 、 打 込 具 本 体 Ａ の 円 錐 凹 面 ７ の 形 状 に 対 応 し て 円 錐 面 状 と な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の た め 、 打 込 具 本 体 Ａ の 摺 動 案 内 体 １ に 内 装 さ れ て 、 こ れ に 対 し て 摺 動 す る 外 側 打 撃 体
単 体 １ ０ の 打 込 具 本 体 Ａ に 対 す る ス ト ロ ー ク Ｓ １ 　 の 打 込 側 の 一 端 は 、 打 込 具 本 体 Ａ に 対
し て 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ が 最 も 入 り 込 ん で 、 前 記 案 内 ブ ッ シ ュ １ ２ が 打 込 具 本 体 Ａ の 釘 保
持 体 ２ の 円 錐 凹 面 ７ に 当 接 す る 位 置 〔 図 ３ （ ロ ） に 示 さ れ る 位 置 〕 で あ る と 共 に 、 そ の 非
打 込 側 の 他 端 は 、 打 込 具 本 体 Ａ に 対 し て 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ が 最 も 突 出 し て 、 前 記 案 内 ブ
ッ シ ュ １ ２ が 打 込 具 本 体 Ａ の 案 内 ブ ッ シ ュ ３ に 当 接 す る 位 置 〔 図 ３ （ イ ） に 示 さ れ る 位 置
〕 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 図 ２ に お い て 、 打 込 具 本 体 Ａ を 構 成 す る 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ は 、 ロ ッ ド 体 ２ １ の 先
端 部 に 該 ロ ッ ド 体 ２ １ よ り も 外 径 の 大 き な 短 円 筒 状 の 摺 動 案 内 筒 ２ ２ が 一 体 に 設 け ら れ 、
該 摺 動 案 内 筒 ２ ２ の 先 端 部 に 一 体 に 設 け ら れ た 打 撃 ロ ッ ド 取 付 体 ２ ３ に 打 撃 ロ ッ ド ２ ４ が
螺 合 に よ り 一 体 に 取 付 け ら れ て い る 。 打 撃 ロ ッ ド 取 付 体 ２ ３ の 下 端 側 は 、 前 記 内 側 打 撃 体
単 体 ２ ０ の ス ト ロ ー ク Ｓ ２ 　 の 打 込 側 の 一 端 に 達 し た 状 態 で 、 打 込 具 本 体 Ａ の 円 錐 凹 面 ７
に 当 接 す る た め に 、 こ れ に 対 応 し た 円 錐 面 状 に 形 成 さ れ て い る 。 打 撃 ロ ッ ド ２ ４ は 、 被 打
込 体 ４ ０ に 対 す る 釘 Ｎ の 打 込 み を 確 実 に す る た め に 、 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ の ス ト ロ ー ク Ｓ

２ 　 の 打 込 側 の 一 端 に 達 し た 状 態 で 、 即 ち 、 前 記 打 撃 ロ ッ ド 取 付 体 １ ４ の 先 端 側 が 打 込 具
本 体 の 円 錐 凹 面 ７ に 当 接 し た 状 態 で 、 打 込 具 本 体 Ａ の 釘 保 持 体 ２ の 先 端 か ら 僅 か に 突 出 す
る （ 突 出 長 が 「 Ｔ 」 で 図 示 さ れ て い る ） 長 さ を 有 し て い る 〔 図 ３ （ ハ ） 参 照 〕 。 ロ ッ ド 体
２ １ の 基 端 部 に は 、 作 業 者 が 手 で 把 持 し て 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ を 押 し 込 ん で 打 撃 力 を 与 え
る た め の グ リ ッ プ ２ ５ が 取 付 け ら れ て い て 、 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ は 、 そ の 基 端 の グ リ ッ プ
２ ５ を 除 い て 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ （ 或 い は 打 込 具 本 体 Ａ ） 内 に 全 て 収 容 可 能 と な っ て い る
。 ま た 、 ロ ッ ド 体 ２ １ の 外 側 に は 圧 縮 バ ネ ２ ６ が 嵌 め 込 ま れ て 、 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ を 外
側 打 撃 体 単 体 １ ０ に 挿 入 し た 状 態 で 、 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ の 摺 動 案 内 筒 ２ ２ と 外 側 打 撃 体
単 体 １ ０ の 案 内 ブ ッ シ ュ １ ３ と の 間 に 弾 装 さ れ て 、 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ を 反 打 込 側 に 引 き
戻 す 際 に 前 記 案 内 ブ ッ シ ュ １ ３ に 作 用 す る 衝 撃 を 緩 和 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
よ っ て 、 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ に 対 し て 収 容 さ れ て 、 こ れ に 対 し て 摺 動 す る 内 側 打 撃 体 単 体
２ ０ の 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ に 対 す る ス ト ロ ー ク Ｓ ２ 　 の 打 込 側 の 一 端 は 、 外 側 打 撃 体 単 体
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１ ０ に 対 し て 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ の 打 撃 ロ ッ ド ２ ４ が 最 も 突 出 し た 図 ３ （ ハ ） で 示 さ れ る
位 置 で あ り 、 図 ３ （ イ ） に お い て 、 打 撃 ロ ッ ド ２ ４ ａ と し て 換 算 表 示 し て あ る 。 ま た 、 内
側 打 撃 体 単 体 ２ ０ の ス ト ロ ー ク Ｓ ２ 　 の 反 打 込 側 の 他 端 は 、 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ に 対 し て
内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ の 打 撃 ロ ッ ド が 最 も 入 り 込 ん だ 図 ３ （ イ ） に 示 さ れ る 位 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の た め 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 打 込 具 Ｈ １ 　 を 構 成 す る 打 撃 体 Ｂ の ス ト ロ ー ク Ｓ は 、
打 込 具 本 体 Ａ に 対 す る 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ の ス ト ロ ー ク Ｓ １ 　 と 、 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ に
対 す る 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ の ス ト ロ ー ク Ｓ ２ 　 と の 和 （ Ｓ １ 　 ＋ Ｓ ２ 　 ） と な る 。 そ し て
、 第 １ 実 施 形 態 の 打 込 具 Ｈ １ 　 に お い て は 、 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ が ス ト ロ ー ク Ｓ の 反 打 込
側 の 他 端 に 位 置 し た 状 態 、 即 ち 、 外 側 及 び 内 側 の 各 打 撃 体 単 体 １ ０ ， ２ ０ で 構 成 さ れ る 打
撃 体 Ｂ が 最 も 伸 長 し た 状 態 で 、 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ を 構 成 す る 打 撃 ロ ッ ド ２ ４ は 、 そ の 全
体 が 打 込 具 本 体 Ａ の 外 部 に 配 置 さ れ て い て 、 打 撃 体 Ｂ の ス ト ロ ー ク Ｓ は 、 打 込 具 本 体 Ａ の
全 長 Ｌ よ り も 長 く な っ て い る 。 こ の 構 成 に よ っ て 、 打 込 具 Ｈ １ 　 の 全 長 を 長 く し な く て も
、 即 ち 、 打 込 具 Ｈ １ 　 を 大 型 化 し な く て も 、 そ の ス ト ロ ー ク Ｓ を 長 く す る こ と が で き て 、
大 き な 打 撃 力 が 得 ら れ る の で あ る 。 な お 、 図 ３ （ イ ） に お い て 、 ２ ４ ｂ は 、 図 ３ （ ハ ） に
示 さ れ る 打 撃 ロ ッ ド ２ ４ の 打 込 具 本 体 Ａ に 対 す る 位 置 を 、 図 ３ （ イ ） に 換 算 表 示 し た も の
を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 打 込 具 Ｈ １ 　 に よ っ て 板 材 な ど の 被 打 込 体 ４ ０ に 対 し て 釘 Ｎ を 打 ち 込 む 作 用 に つ い
て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ３ （ イ ） に 示 さ れ る よ う に 、 打 込 具 本 体 Ａ の 釘 保 持 体 ２ の 先 端 を 釘
Ｎ の 打 込 み 位 置 に 押 し 付 け た 状 態 で 、 釘 供 給 案 内 体 ４ の 上 端 の 楕 円 状 を し た 開 口 ５ か ら 釘
Ｎ を 挿 入 す る と 、 こ の 釘 Ｎ は 、 重 力 作 用 に よ り 釘 供 給 案 内 体 ４ を 通 っ て 打 込 具 本 体 Ａ の 内
部 に 流 入 し 、 釘 保 持 体 ２ の 上 端 面 の 円 錐 凹 面 ７ に 案 内 さ れ て 、 釘 挿 入 孔 ６ に ス ム ー ズ に 入
り 込 ん で 、 釘 Ｎ の 打 込 姿 勢 が 保 持 さ れ る 。 次 に 、 図 ３ （ イ ） に 示 さ れ る よ う に 、 打 込 具 本
体 Ａ に 対 し て 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ を 反 打 込 側 に 最 大 に 引 き 抜 い て 、 打 撃 体 Ｂ を 最 大 に 伸 長
さ せ て お い て 、 グ リ ッ プ ２ ５ を 把 持 し た 腕 に よ っ て 、 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ を 打 込 側 に 衝 撃
的 に 強 く 押 し 込 む と 、 同 図 （ ロ ） に 示 さ れ る よ う に 、 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ が 自 重 に よ り 落
下 し て 、 そ の 先 端 の 案 内 ブ ッ シ ュ １ ３ が 釘 保 持 体 ２ の 円 錐 凹 面 ７ に 当 接 し て 、 そ の 後 に 、
内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ の 先 端 の 打 撃 ロ ッ ド ２ ４ が 釘 保 持 体 ２ の 釘 挿 入 孔 ６ に 挿 入 さ れ て 、 前
記 釘 挿 入 孔 ６ に 打 込 姿 勢 で 保 持 さ れ て い る 釘 Ｎ の 頭 部 に 衝 突 し て 、 同 図 （ ハ ） に 示 さ れ る
よ う に 、 被 打 込 体 ４ ０ に 対 し て 釘 Ｎ が 打 ち 込 ま れ る 。 な お 、 打 込 完 了 後 に お い て は 、 図 ３
（ ハ ） に 示 さ れ る よ う に 、 打 撃 ロ ッ ド ２ ４ の 先 端 は 、 打 込 具 本 体 Ａ （ 釘 打 込 体 ２ ） の 先 端
か ら 長 さ Ｔ だ け 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 打 込 具 Ｈ ２ 　 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 打 込 具 Ｈ ２ 　 の
先 端 部 の 拡 大 断 面 図 で あ り 、 図 ５ （ イ ） ～ （ ハ ） は 、 打 込 具 Ｈ ２ 　 の 打 込 作 用 を 説 明 す る
た め の 図 で あ る 。 第 ２ 実 施 形 態 の 打 込 具 Ｈ ２ 　 は 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 の 打 込 具 Ｈ １ 　 に 比
較 し て 、 （ １ ） 釘 Ｎ に 対 す る 打 撃 機 会 が ２ 回 あ る 点 、 及 び （ ２ ） 本 打 撃 が 間 接 打 撃 で あ る
点 が 異 な る の み で 、 他 の 構 成 は 、 打 込 具 Ｈ １ 　 と 同 一 で あ る の で 、 同 一 又 は 同 等 部 分 に は
、 同 一 又 は 同 等 符 号 を 付 し 、 打 込 具 Ｈ １ 　 に 対 し て 異 な る 部 分 に つ い て の み 説 明 す る 。 打
込 具 Ｈ ２ 　 を 構 成 す る 打 込 具 本 体 Ａ は 、 打 込 具 Ｈ １ 　 の そ れ と 同 一 構 成 で あ る が 、 外 側 及
び 内 側 の 各 打 撃 体 単 体 １ ０ ’ ， ２ ０ ’ に 関 し て は 、 打 込 具 Ｈ １ 　 の そ れ ら に 対 し て 僅 か に
異 な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ ’ の 先 端 部 に は 、 打 撃 ロ ッ ド 取 付 体 １ ４ と 一 体 と な っ て 打 撃 ロ ッ ド １
５ が 取 付 け ら れ て い る 。 即 ち 、 打 撃 ロ ッ ド 取 付 体 １ ４ の 上 端 部 は 、 段 差 状 に 形 成 さ れ て 、
そ の 上 端 の 小 径 部 １ ４ ａ が 摺 動 案 内 体 １ １ に 内 嵌 さ れ て い て 、 そ の 大 径 部 １ ４ ｂ が 前 記 摺
動 案 内 体 １ １ に 溶 接 に よ り 一 体 化 さ れ て い る 。 ま た 、 打 撃 ロ ッ ド 取 付 体 １ ４ に は 、 円 錐 体
部 １ ４ ｃ を 有 し て い て 、 こ の 円 錐 体 部 １ ４ ｃ の 円 錐 面 は 、 打 込 具 本 体 Ａ の 円 錐 凹 面 ７ の 形
状 に 対 応 し て い る 。 打 撃 ロ ッ ド 取 付 体 １ ４ の 小 径 部 １ ４ ａ の 端 面 は 、 被 打 撃 面 １ ４ ａ １ と
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し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ ’ は 、 ロ ッ ド 体 ２ １ の 下 端 部 に 短 円 柱 状 の 打 撃 体 ２ ７ が 一 体 に
取 付 け ら れ た 構 成 で あ っ て 、 こ の 打 撃 体 ２ ７ は 、 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ ’ の 前 記 被 打 撃 面 １
４ ａ １ を 打 撃 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
よ っ て 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 打 込 具 Ｈ ２ 　 を 構 成 す る 打 撃 体 ２ ７ の ス ト ロ ー ク Ｓ ’ は
、 打 込 具 本 体 Ａ に 対 す る 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ ’ の ス ト ロ ー ク Ｓ １ ’ と 、 外 側 打 撃 体 単 体 １
０ ’ に 対 す る 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ ’ の ス ト ロ ー ク Ｓ ２ ’ の 和 （ Ｓ １ ’ ＋ Ｓ ２ ’ ） で あ る 。
な お 、 打 込 完 了 後 に お い て 、 打 込 具 本 体 Ａ は 、 被 打 込 体 ４ ０ に 対 し て 長 さ Ｔ だ け 離 れ る の
で 、 図 ３ に 示 さ れ る ス ト ロ ー ク Ｓ の 長 さ は 、 正 し い ス ト ロ ー ク の 長 さ よ り も 長 さ Ｔ だ け 短
く 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 打 込 具 Ｈ ２ 　 に よ っ て 板 材 な ど の 被 打 込 体 ４ ０ に 対 し て 釘 Ｎ を 打 ち 込 む 作 用 に つ い
て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ５ （ イ ） に 示 さ れ る よ う に 、 打 込 具 本 体 Ａ の 釘 保 持 体 ２ の 釘 挿 入 孔
６ に 釘 Ｎ を 挿 入 保 持 し た 状 態 で 、 前 記 釘 保 持 体 ２ の 先 端 を 被 打 込 体 ４ ０ の 打 込 位 置 に 押 し
付 け て お く 。 次 に 、 図 ５ （ イ ） に 示 さ れ る よ う に 、 打 込 具 本 体 Ａ に 対 し て 内 側 打 撃 体 単 体
２ ０ ’ を 反 打 込 側 に 最 大 に 引 き 抜 い て 、 打 撃 体 Ｂ ’ を 最 大 に 伸 長 さ せ て お い て 、 グ リ ッ プ
２ ５ を 把 持 し た 腕 に よ っ て 、 内 側 打 撃 体 単 体 ２ ０ ’ を 打 込 側 に 衝 撃 的 に 強 く 押 し 込 む と 、
同 図 （ ロ ） に 示 さ れ る よ う に 、 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ ’ が 自 重 に よ り 落 下 し て 、 そ の 先 端 の
打 撃 ロ ッ ド １ ５ が 釘 保 持 体 ２ の 釘 挿 入 孔 ６ に 部 分 挿 入 さ れ て 釘 Ｎ を 直 接 に 打 撃 し て 、 該 釘
Ｎ は 、 僅 か に 打 ち 込 ま れ て 、 被 打 込 体 ４ ０ に 対 す る 打 込 姿 勢 が 定 め ら れ る 。 最 後 に 、 内 側
打 撃 体 単 体 ２ ０ ’ の 先 端 の 打 撃 体 ２ ７ に よ っ て 、 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ ’ の 被 打 撃 面 １ ４ ａ

１ が 本 打 撃 さ れ る こ と に よ り 、 釘 Ｎ は 、 前 記 打 撃 体 ２ ７ に よ り 間 接 打 撃 さ れ て 、 釘 Ｎ は 被
打 込 体 ４ ０ に 完 全 に 打 ち 込 ま れ る 〔 図 ５ （ ハ ） 〕 参 照 〕 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 、 打 込 具 Ｈ ２ 　 に よ れ ば 、 打 撃 機 会 が ２ 回 で あ る た め に 、 打 込 体 を 確 実 に 打 ち
込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 上 記 し た 打 込 具 Ｈ ２ 　 に お い て 、 外 側 打 撃 体 単 体 １ ０ ’ の 先 端 に 一 体 に 設 け ら れ た
打 撃 ロ ッ ド １ ５ を 、 打 込 具 本 体 Ａ の 摺 動 案 内 体 １ 内 に 案 内 さ れ て 摺 動 可 能 な 別 体 の 打 撃 ロ
ッ ド に し て 、 こ の 別 体 の 打 撃 ロ ッ ド を 外 側 及 び 内 側 の 各 打 撃 体 単 体 で 順 次 間 接 打 撃 す る 構
成 に す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 構 成 で あ る と 、 二 回 の 打 撃 の い ず れ も が 間 接 打 撃 と な る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 の 打 込 具 Ｈ １ ， Ｈ ２ 　 を 構 成 す る 打 撃 体 は 、 い ず れ も ２ つ の 各 打 撃
体 単 体 で 構 成 さ れ て い る も の で あ る が 、 打 撃 体 を ３ つ 以 上 の 打 撃 体 単 体 で 構 成 す る と 、 打
込 具 の 長 さ に 対 す る 打 撃 体 の 打 込 ス ト ロ ー ク の 比 率 を 更 に 高 く で き る の で 、 そ の 持 ち 運 び
の 容 易 性 、 狭 い 場 所 で の 作 業 性 は 、 更 に 高 ま る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 打 込 具 の 打 込 対 象 は 、 釘 に 限 ら れ ず 、 イ ン サ ー ト 類 も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る 打 込 体 は 、 こ れ を 構 成 す る 打 撃 体 が 相 対 的 に 摺 動 し て 伸 長 可 能 な 複 数 の 打 撃
体 単 体 で 構 成 さ れ て い る た め に 、 打 込 具 の 全 長 に 対 す る 打 込 ス ト ロ ー ク の 長 さ を 長 く で き
て 、 そ の 持 ち 運 び が 容 易 に な る と 共 に 、 狭 い 場 所 に お け る 作 業 性 が 高 ま る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 打 込 具 Ｈ １ 　 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ イ ） ～ （ ハ ） は 、 そ れ ぞ れ 打 込 具 Ｈ １ 　 の 打 込 前 、 打 込 途 中 及 び 打 込 終 了 後 の
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断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 打 込 具 Ｈ ２ 　 の 先 端 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ イ ） ～ （ ハ ） は 、 そ れ ぞ れ 打 込 具 Ｈ ２ 　 の 打 込 前 、 打 込 途 中 及 び 打 込 終 了 後 の
断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ ： 打 込 具 本 体
Ｂ ， Ｂ ’ ： 打 撃 体
Ｈ １ ， Ｈ ２ 　 ： 打 込 具
Ｎ ： 釘 （ 打 込 体 ）
Ｓ ， Ｓ ’ ： 打 撃 体 の ス ト ロ ー ク
Ｓ １ ， Ｓ １ ’ ： 打 込 具 本 体 に 対 す る 外 側 打 撃 体 単 体 の ス ト ロ ー ク
Ｓ ２ ， Ｓ ２ ’ ： 外 側 打 撃 体 単 体 に 対 す る 内 側 打 撃 体 単 体 の ス ト ロ ー ク
１ ０ ， １ ０ ’ ： 外 側 打 撃 体 単 体
２ ０ ， ２ ０ ’ ： 内 側 打 撃 体 単 体
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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